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Abstract: Our research of the academic year 2012 started with the reviewing of outcomes and problems as 

they became clear at the international conference ‘History of Consumer Culture: Genealogies of Curiosity 

and Material Desire: How has consumer taste been constructed?’, held at Gakushuin University in March 

2012. Each of the three researchers clarified and reviewed various issues raised by participants and 

discussants during the conference and discussed how to update and conduct our researches in a more 

effective and efficient manner to improve their qualities and gain more satisfactory results.  

After revising her paper on Mrs. Peel, Suga returned to her research on photography and poster designs 

in relation to fashion media in the 1930s and made some intensive research during the summer. She gave a 

lecture at “LENS 2012: Out of the Shadows”, hosted by the National Library of Wales, 23-24 November 

2012. During the above conference, she met invaluable information on Ifor Thomas (head of Photography 

Dempartment at Reimann School) and his educational principle and philosophy of photography. It has 

opened up a new perspective upon the education and practice of commercial photography after WWII, as 

well as before WWWII. Oishi continued his research on fashion magazines in the late nineteenth century 

and then moved to those published in the early nineteenth century. His main focus was on the relationship 

between the pre-Raphaelites, aestheticism, and the rational dress reform in the 1870s and 1880s, and also 

on its impact upon the representation and advertisements of fashion in the magazines. He extended his 

research towards the early twentieth century. He took a research trip to UK in February to finalise his paper 
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on women’s consciousness and fashion magazines between the 1870s and 1920s. Mashima has been 

working on the trade and industry of clothes in the late nineteenth and early twentieth centuries. She 

researched on designs, qualities, export quantities and destinations of fashion textiles before WWI and 

between WWI and WWII. This was designed to examine the situation of textile industry, which supported 

the British fashion system, from its prime time to the declining years. Her main interest was to analyse the 

establishment of textile industry in British colonies and the local demands of textiles there from various 

viewpoints, in particular, the rivalry between them and the Japanese textile industry which began to 

increase its export rapidly to Asian countries. 

 

要旨: 2012 年の調査は 3 月に学習院大学において主催した国際学会「消費文化の歴史‐好奇心と物質

への欲求の系譜‐消費の嗜好はどのように形成されてきたか？」での成果と問題点について吟味すること

からはじめた。学会中に参加者などから提起されたさまざまな問題点を明瞭にし、最終年度である本年の

調査を効率的かつ有効なものにし、成果の改善を追求するようにした。 

菅は、LENS 会議において Reimann School の写真科長であった Ifor Thomas の教え子との交流から

Thomas の写真哲学、教育方針に関する貴重な情報を得た上、戦前だけでなく戦後のイギリスにおける商

業写真の教育および実践の発展を戦前からの流れのなかで探るという新しいテーマにつながる学術的刺

激を受けた。大石は 19 世紀末のファッション雑誌についての調査を継続しながら、20 世紀にまで射程を

広げた。とくにラファエロ前派と衣装改革との影響関係、消費文化との関係に注意を払いながらファッショ

ンの表象と広告について、どのような女性の意識の変化がありえたかを調査した。2 月には渡英調査を行

いこの点についての報告論文を書いた。また眞嶋は、イギリスのファッション・システムを支えた繊維織物

産業の絶頂期から衰退期かけて検討するために、第 1 次世界大戦前と戦間期のファッション・テクスタイ

ルのデザインや風合い、輸出量、輸出金額、及び輸出先について調査をした。イギリス領植民地におけ

る繊維織物産業の設立と現地での織物需要の変化について多角的にとらえて分析し、特にアジア地域

では急速に輸出量を伸ばしてきた日本の繊維織物産業との競合関係について、検討した。 

 

配当決定額 

平成 22 年度 1,015,000 円

平成 23 年度 1,251,000 円

平成 24 年度 1,214,000 円

合計 3,480,000 円

 

研究の目的 

 本研究は、イギリスの主に 19 世紀後半から 20 世紀初頭にかけて、既製服の流通が始まり、やがて大量

生産時代に至る過程で、一般の女性たちがどのような社会意識を持って服飾を購入し、どのような服飾文

化を形成するにいたったかを、ジェンダー研究の一端として、社会史、経済史、デザイン史の異なる三領

域から吟味することが目的である。大量個人主義の傾向がみられる現在の消費文化と対比して、この時

代のイギリスにおける服飾デザインは比較的画一的なものであり、衣装の流通規模は小さいとみられがち

であるが、実は大衆レヴェルにおいても流行や社会慣習に従いながらも個人の趣味と意識を繊細に反映
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した多様なものであったと考えられる。その実態をファッション雑誌やカタログといった流通に関わる資料

を吟味することで領域横断的に浮かび上がらせていった。 

そもそもイギリス近代における服飾の領域横断的な学術調査はこれまで英語圏でも例がない価値ある

研究である。今回の研究では、消費文化としての服飾への「女性の意識、とくに貴族階級ではなく一般の

女性の意識に考察対象を絞り込み、その社会的位置づけを行うことで、世界的にみても斬新な視点から

イギリスの服飾文化の実態を明らかにできると考えている。イギリスの社会史、デザイン史、経済史という

領域を違えながらも近接したテーマで実績をあげている研究者が同じ文化現象を考究することで、従来

のジェンダー研究や単一領域では明瞭にできないイギリス近代の服飾文化における女性の役割と消費と

の関わりの実体を浮かび上がらせることができた。19 世紀において「家庭の天使」として家庭内に押し込

められていたと考えられがちな女性たちは、没個性的で、社会的慣習にしたがった服装に抑圧されたわ

けではなく、流行に敏感に反応し、海外を含めた服飾（素材）の流通の中で商品としての服飾を消費し、

個性を顕示していた歴史的過程が浮き彫りになる。国際シンポジウムの開催・参加等や学術誌への投稿

を通して、国際レヴェルで成果発表を行うことで、関連領域にも意義ある成果を出したつもりである。 

これまでイギリス社会史やジェンダー研究の領域において、庶民レヴェルにおける服飾文化と消費文

化との相関性についてはあまり顧みられてこなかった。その先駆的な研究をあえてイギリス文学と社会史、

デザイン史、経済史の領域を違える研究者が共同して行うことで、斬新な領域横断研究のモデルを日本

から海外に発信できる研究成果をあげることができる。さらに、19世紀後半から20世紀初頭にかけての庶

民の女性とその消費活動、それらと服飾文化の関係の歴史的実像を明らかにすることで、現在における

女性の服飾消費の状況を分析する際に必要不可欠な比較検証、参照のための題材を提示することがで

きた。 

 

研究の方法 

本研究プロジェクトでは、イギリス服飾史において既製服の流通が飛躍的に拡大していく時代、すなわ

ち 19 世紀後半から 20 世紀初頭を取り上げ、そこで大きな影響を与えたファッション雑誌やカタログを主な

実証研究の対象とし、そこから浮かび上がる女性たちの社会意識の変容とたどっていく。中流階級以下

の庶民レヴェルを主な考察対象として絞り込むことにするが、一方でオートクチュール・デザイナーの躍進

という新たな服飾文化の出現も視野に入れながら、ファッション雑誌やカタログが女性たちの欲求をどう捉

え、またそれが社会的にどのような意義を持ちうるのかを歴史的状況を考慮しながら検証して行く。1980

年代から確立されてきたジェンダー研究業績を参考にしながらも、実証的な手法を基本にし、3 人の研究

者がそれぞれの立場から、文学研究、文化論、経済史のアプローチを組み込むことで、女性の服飾消費

の意識に関して歴史的・社会的位置づけを行いたい。とくに流通に関しては、経済史を専門とする眞嶋が

データ分析を担当する。関連資料が国内に希薄であると考えられるため、マイクロフィルムでの購入・閲

覧と同時に、海外での資料調査も行い実証的な裏付け作業を行っていく。 

 

研究の実施計画 

[22 年度] 

 既製服の流通による女性の服飾消費と社会意識の変容を、流通のデータおよびファッション雑誌やカ

タログを検証しながら考察するために、今年は特定のデータやファッション雑誌、カタログに焦点を絞りな
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がら、収集と分析を行っていくこととする。 

大石は、まず 12 月までに、19 世紀後半の雑誌やカタログの中から社会史的かつ文化史的に重要と思

われるものを精査しながら、同時に国内でも閲覧可能なオスカー・ワイルドが編集した The Woman's World 

（1888-1890）を調査する。当時の女性の社会的立場とファッション意識についての審美的考察について

調査を行う。その後 3 月までに、それと関連を持った当時の文学作品などに見られる女性の服の表象を

記号として解読し、これまで社会史の領域において明らかになってきている 19 世紀後半の女性の生活習

慣やジェンダー的役割を比較参照することで、その服飾の社会的意義について明瞭にする予定である。

国内にない資料でありかつ常に参照すると思われるものについてはマイクロフィルムあるいは復刻版等で

購入をする。『パンチ』をはじめとした庶民的な眼差しを掲げる新聞メディア、「新しい女性」をテーマにし

た小説における既成服に対する意識については、国内図書館での調査が可能であり、研究打ち合わせ

のために上京した折に 3 回ほど調査を行うこととする。それでも調査できない資料については 2 月に渡英

し、1 週間の調査を行う。 

菅は、12 月までに 19 世紀後半の女性雑誌にみられる裁縫のプロ以外が提案した女性の服飾につい

て考察を行い。既製服の意味も改めて問い直す。3 月までには、オリエンタリズム、審美主義のデザイン

的側面とファッションとの連関を、当時のさまざまな家庭雑誌の中に調査することとする。調査は主に国内

調査で可能であるが、補助資料として復刻版を含む当時の雑誌（『女性ジャーナリストの誕生：英米 19 世

紀末～20 世紀初頭の文献集成』全 4 巻）を消耗品として購入したい。 

眞嶋は、フランス・パリにおけるオートクチュールの成立を近代的なファッション・システムの起源とする

既存の服飾史の視点を再考する際に、イギリスの服飾業界誌として歴史が長く、最も信頼されてきた

Drapers Record を資料として利用して、供給システムの実証研究をおこなう。また、家計調査データの乏し

い 19 世紀末における消費実態を明らかにするため、Old Bailey の犯罪裁判記録を用いて、盗品の中に

おける家財としての衣服の記述を分析しファッション意識の普及を調査する。大英図書館 Newspaper 

Reading Room（Colindale, London）への海外出張を年度末に予定している。 

それぞれの研究成果について 10 月末、12 月、3 月に研究会を東京で開催することにする(大石の旅費

については、上記国内調査を一緒に行うため計上済)。また、来年度の国際学会に備えて、研究打ち合

わせに合わせながら論文を準備していく。国際学会のポスター制作を 12 月までに行うこととする。 

 

[23 年度] 

既製服の流通による女性の服飾消費と社会意識の変容を、流通のデータおよびファッション雑誌やカ

タログを検証しながら考察するために、調査対象を昨年度からさらに拡大して、19 世紀末を中心としなが

らも、20 世紀初頭まで含めたデータやファッション雑誌、カタログの資料収集と分析を行い、論文を執筆し

ていくこととする。年度末（3 月）には国際学会を開催し、これまでの調査結果の中間発表と学術的な場

での成果検証を行うこととする。 

菅は、既製服が流通する一方で、女性雑誌に付録として付けられたパターン（型紙）が 19 世紀後半に

おいて、どのように流行のデザインを取り入れていき、女性の服飾への意識の変容を助長することになっ

たかをデザイン史の観点から探っていく。平成 22 年度の研究成果を基にしながらも、さらに調査対象を拡

大し、国内での資料調査を継続しながら、国内にはないパターン（型紙）の資料調査のために夏期に一

週間程度のイギリスでの渡航調査を行う。19 世紀末の女性雑誌にみられる裁縫のプロ以外が提案した女
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性の服飾について考察を行い、既製服の意味も改めて問い直す。また、可能な範囲内で、オリエンタリズ

ム、審美主義のデザイン的側面とファッションとの連関を、当時のさまざまな家庭雑誌の中に調査すること

とする。こうした調査結果を 3 月の国際学会において発表する。 

大石は、19 世紀末に登場する「新しい女」像について調査を主に行うこととする。菅の研究成果を確認

しながら、新しいデザインを取り入れていくパターン（型紙）や既製服に対して、「新しい女」たちがどのよう

な消費行動をとったのかを明瞭としていく。とくに同時代の雑誌とカタログ、さらには小説などの作品とい

った言説の中に女性たちの服飾意識の変容をたどっていくこととする。基本的に国内での調査を遂行し

ていくが、3 月末の国際学会には、消費文化としての服飾消費がこうした「新しい女」たちにとってどのよう

に捉えられていたのかについて研究発表を行う予定である。国内調査および打合せのための旅費、「新

しい女」に関する復刻版資料の購入を計上する。 

眞嶋は、昨年度末に収集した Drapers Record の資料の分析を継続しながら、フランス・パリにおけるオ

ートクチュールの成立を近代的なファッション・システムの起源とする既存の服飾史について、供給システ

ムの実証研究をおこなう。同時に、19 世紀末における消費実態を明らかにするため、Old Bailey の犯罪

裁判記録を用いて、盗品の中における家財としての衣服の記述を分析しファッション意識の普及を考察

する調査も継続する。マイクロフィルム資料と国内調査費を計上。 

それぞれの研究成果について研究会を東京で開催することにする。また、年度末に講師を海外より招

聘し、成果発表のための国際学会を開催する。 

 

[24 年度]  

既製服の流通による女性の服飾消費と社会意識の変容を、流通のデータおよびファッション雑誌やカ

タログを検証しながら考察するために、調査対象を昨年度からさらに拡大して、20 世紀初頭まで含めたデ

ータやファッション雑誌、カタログの資料収集と分析を行い、論文を執筆していくこととする。年度後半に

は、これまでの調査結果を報告書・論文集の形でとりまとめ、成果検証を行うこととする。 

大石は、19 世紀末に登場する「新しい女」像についての昨年度までの調査を基礎にして研究を進めな

がら、それを受け継ぐ形で 20 世紀初頭のイギリス・エドワード朝期の服飾がどのように文学作品や雑誌、

ジャーナルの中に表象されているか、あるいはそこからどのように離反する形で表象されているのかを検

証することで、服飾に対する女性の意識を探り出していく。8 月に中旬に海外調査を行い、昨年度できな

かった「新しい女」像に関する一字資料文献調査、国内では調査不可能な 19 世紀末および 20 世紀初頭

のファッション雑誌やカタログを調査する。また、神戸での学会発表を予定する。 

菅は、イギリスにおけるファッション・フォトグラフィの発展をテーマとして研究を進める。とりわけ 1930 年

代にドイツから入ってきたノイエ・フォトの実践が行われたライマン商業美術学校におけるファッション・フォ

トグラフィに関するデザイン教育の解明を目指す。その中から女性の服飾意識を問いただす。11 月には

この学校の写真科の教師であった Ifor Thomas にかんする展覧会および講演会に参加し、アーカイブを

調査の上発表する。そのための海外出張旅費を計上する。 

眞嶋は、イギリス植民地におけるジャーナル等を分析して、イギリスのファッション産業が海外輸出して

いた商品について、輸出額、流通経路、そして白人女性消費者の購買パターンなどを調査する。オース

トラリアやニュージーランドの女性誌、それからアジアティック・ジャーナル、それからノース・ボルネオ・ヘ

ラルドなどすでに調査済みのものもあるが、必要があれば再度可能な範囲で引き続きこれらの資料調査
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を行いながら、植民地への繊維織物およびファッション輸出についてもう少し明らかにしていく。イギリスか

らの繊維織物の流入によって、いかに現地人による伝統的な手機織物産業が衰退していったかという点

についても、ジャーナル等から拾えるところを考察していく。成果については大阪での国内学会発表す

る。 

調査資料としては、主に国内調査を行う眞嶋が用いる研究書・マイクロフィルム資料 204,000 円を計上

する。 

研究会を東京で 4 回ほど開催することにする。また、一度関連する研究を進めている研究者を招聘し、

講演と同時に研究成果の検討を行うこととする。年度末までには報告書と同時に、出版可能な形での論

集をとりまとめる。研究成果や資料の郵送費を計上する。 

 

研究の成果 

[22 年度] 

大石は、19 世紀末のオスカー・ワイルドが編集した The Woman's World （1888-1890）を中心とした雑誌

やカタログにおけるオートクチュール女性服の表象を文化記号として解読していった。その一方で『パン

チ』をはじめとした庶民的な眼差しを掲げる新聞メディアにおいては、既成服をはじめとする女性の服飾

の社会的表象について資料読解を進めた。 

既製服が流通する一方で、女性雑誌には根強くパターン（型紙）が付録としてつけられていた。19 世紀

後半に顕著となるのは、こうしたパターンあるいは服飾の提案に、積極的に流行のデザインを取り入れて

いったことである。菅はこのパターンに着目し、デザイン史の観点から女性の服飾への意識の変容をさぐ

っていった。とくにファッション雑誌に広く寄稿し、また編集作業も行っていたピール夫人の服飾関連の文

献の読み込みを行った。 

眞嶋は、こうした新しい服飾業界の再編成を、経済史の観点から Drapers Record を資料として読解しな

がら、20 世紀初頭から 19 世紀末までに遡って考察を行った。雑誌をはじめとするジャーナリズムが服飾

業界の流通や消費に対して大きな変化を誘発していく過程が明らかになった。 

こうした基礎資料についての考察について意見を交換しながら、次年度はさらなる資料の読み込みを

行い、全体的枠組みを明瞭にした上で、9 月に主催する国際学会を通して研究発表する予定である。  

 

[23 年度] 

19 世紀後半のピール夫人が書いた家政本や類似書、家庭向け雑誌、ファッション雑誌、ファッション雑

誌には、保守的ながらも、古い伝統の殻を破ろうとする新しい服飾デザインが見受けられる。オスカー・ワ

イルドが編集した The Woman's World （1888-1890）や、庶民的なまなざしを持つ『パンチ』においてさえ

もそうした傾向は窺える。ファッション雑誌には型紙がついており、女性たちはそれらを用いて新しいスタ

イルの服を身にまとうことになっていく。それは新しい生活習慣、新しい生活スタイルを身に着けようとする

ジェスチャーでもあった。同時にそれは新しい室内装飾勃興の時代とも重なる。そこから、とくに中流階級

女性たちが消費文化の中で獲得したモダンな趣味と社会に対して自らの存在意義を見出そうする意識が

解読できる。 

19 世紀末のこうした傾向は実は 1920 年代および 1930 年代の消費文化において興隆するオートクチュ

ールを予兆するものとして考察できる。こうした新しい服飾業界の再編成の原点を経済史の観点から 19
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世紀末までに遡り、その上で戦間期におけるオートクチュールの隆盛が、服飾業界の産業と流通によっ

てもたらされただけではなく、デザイナーたちの個人的ネットワークやそれによって築き上げたブランド力

によって消費活動を刺戟した理由によることが明らかにした。 

 ［国際学会］ 国際学会では、米国カリフォルニア工科大学ジョン=ブルーア教授に「文化経済史」とも呼

ぶべき学術的に求心力のある新研究領域の確立へ向け，非常に有用な視座を与えてくれる基調講演を、

英国オクスフォード大学教授で消費を切り口に経済史の新しい視座を明確にしたアヴナ=オファ教授と，

繊維・ファッション史を消費文化の包括的な視点から再検討した英国ハートフォードシャ大学ジョン=スタイ

ルズ教授にも基調講演を行っていただき、公募により 20 数名の参加者が報告を行い，国内外の研究者

が一堂に会する中で活発なディスカッションが展開された．ブルーア教授は，国際シンポジウム以外にも，

3 月18 日に東京大学・イギリス史研究会で講演（タイトル：Sexual Scandal and British Politics 1760-1830），

22 日に東京女子大で講演（タイトル：Art and Spectacle in Late Eighteenth & Early Nineteenth Century 

London）,23 日に名古屋大学で講演（タイトル：Burke, Wollstonecraft and the politics of the sublime）を

こなし，広範にわたって研究者との学術交流を行った。 

 

[24 年度] 

24 年度の調査は 23 年度 3 月に学習院大学において主催した国際学会「消費文化の歴史‐好奇心と

物質への欲求の系譜‐消費の嗜好はどのように形成されてきたか？」での成果と問題点について吟味す

ることからはじめた。学会中に参加者などから提起されたさまざまな問題点を明瞭にし、最終年度である

本年の調査を効率的かつ有効なものにし、成果の改善を追求するようにした。 

菅は、LENS 会議において Reimann School の写真科長であった Ifor Thomas の教え子との交流から

Thomas の写真哲学、教育方針に関する貴重な情報を得た上、戦前だけでなく戦後のイギリスにおける商

業写真の教育および実践の発展を戦前からの流れのなかで探るという新しいテーマにつながる学術的刺

激を受けた。大石は 19 世紀末のファッション雑誌についての調査を継続しながら、20 世紀にまで射程を

広げた。とくにラファエロ前派と衣装改革との影響関係、消費文化との関係に注意を払いながらファッショ

ンの表象と広告について、どのような女性の意識の変化がありえたかを調査した。2 月には渡英調査を行

いこの点についての報告論文を書いた。また眞嶋は、イギリスのファッション・システムを支えた繊維織物

産業の絶頂期から衰退期かけて検討するために、第 1 次世界大戦前と戦間期のファッション・テクスタイ

ルのデザインや風合い、輸出量、輸出金額、及び輸出先について調査をした。イギリス領植民地におけ

る繊維織物産業の設立と現地での織物需要の変化について多角的にとらえて分析し、特にアジア地域

では急速に輸出量を伸ばしてきた日本の繊維織物産業との競合関係について、検討した。これまで、繊

維織物産業の世界的な拡大は安価な労働力調達の面でのみ説明されてきたが、特に日本の産業との競

合を考える上ではデザイン・ファッションの重要性も無視できないとの仮説のもと、産業側が現地のファッ

ション需要をいかに理解していたか、植民地で発行された女性誌や新聞、現地でのマーケット機能に関

する聞き取りや博物館の画像資料などを用いて分析している。植民地におけるファッション雑誌等に関す

る研究はまだ途上であるが、3 月にはマレーシアにおいてイギリスの女性誌の発展と絡めて研究報告を行

い、さらに伝統衣装の維持と欧米製品アジア製品の流入との関係について現地調査を続けた。 
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